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申込書・参加証
申込者及び窓口担当者が下記の「個人情報の取り扱いについて」に同意した上で申し込みます。
ＦＡＸ： ０３－３７９７－１１５６　　㈶　日本生産性本部 組織広報センター　会員月例研究会　係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込日　　　　月　　　　日
	開　催　日
	第１０回　会員月例研究会

平成２４年２月２３日（木）14:30～17:00 開催

	組　織　名
	

	所　在　地
	〒（　　　　－　　　　）



	電話番号
	
	FAX番号
	

	
	お名前
	ご所属・お役職
	eメールアドレス

	(1)
	
	
	

	(2)
	
	
	

	(3)
	
	
	

	ご連絡
担当者
	
	
	


個人情報の取扱いについて
	1.申込みによりご提供いただいた個人情報は、本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームページ（http://www.jpc-net.jp/）をご参照願います。参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上、お申込いただきますようお願いいたします。

2.個人情報は、『会員月例研究会』の実施に関わる資料等の作成、ならびに当本部が主催･実施する各事業におけるサービス提供や事業のご案内、および顧客分析･市場調査のために利用させていただきます。

3.法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。
4.案内状や参加証、テキストの送付などを外部に委託することがありますが、委託先にはご本人、ご連絡担当者へのサービス提供に必要な個人情報だけを開示し、サービス提供以外に使用させることはありません。

5.ご本人からの求めにより、開示対象個人情報の利用目的の通知、開示、訂正、追加または、削除、利用の停止、消去及び第三者への提供の停止に応じます。この件につきましては、組織広報センター(℡03-3409-1116）または総務部個人情報保護担当窓口（℡03-3409-1112）までお問合せください。【責任者：個人情報保護管理者（総務部長）】

6.お申込書に個人情報を記入するか否かはご本人の自由です。ただし、必要な個人情報が不足していた場合は、当本部からのサービス全部または一部が受けられないことがあることをご了承願います。

7.本案内記載事項の無断転載をお断りします。


＜参加要領＞

日　時：平成２４年２月２３日（木） 
１４：３０～１７：００（受付開始１４：００）（開催時間にご注意下さい）
会　場：日精ホール（大崎ニューシティー 日精ビル３階） 

東京都品川区大崎１－６－３　Tel：０３－３７７９－７４８８

参加費：会員無料

申　込：本申込書にご記入の上、ＦＡＸをご送信下さい。

申込書がそのまま参加証となりますので、

当日お持ち下さいますようお願い申しあげます。　
共　催： 財団法人　地方自治情報センター





公益財団法人 日本生産性本部





ＪＳＨＲＭ会員様 ご招待





ご招待(ＪＳＨＲＭ)





会員月例研究会/情報化シンポジウム・イン･東京　


「マイナンバーで変わる行政、企業と私たちの暮らし」


日時：平成２４年２月２３日（木） １４:３０～1７:００


会場：日精ホール





ご　案　内


政府では昨年6月に「社会保障・税番号大綱」をとりまとめ、本年1月から始まる通常国会に法案を提出すべく準備を進めています。国民一人一人が「共通番号＝マイナンバー」を持ち、年金、医療、介護保険、福祉、労働保険、税務の6分野で利用することとしています。法案成立後は2014年6月に番号を交付し、2015年1月以降に、適用可能な分野から「番号」を利用するスケジュールとなっています。


一方、日本生産性本部「情報化推進国民会議」では、2001年に政府が「e-Japan戦略」を発表して以来、一貫してその実現を求めて来ました。特に、「e-Japan戦略」の実現のためにはその基盤として「国民ID＝Japan-ID」の早期の創設が不可欠であると強く訴えてきました。


番号制度の実現がいよいよ間近になり、これが実現すれば、「共通番号＝マイナンバー」を通じての官―官、官―民、官―民―官などの情報連携が確実かつ速やかに行われることになります。


今回の研究会では、マイナンバーを中心に国民一人一人がICT（情報通信技術/Information and Communication Technology）の利便性を享受できる社会、ICTの活用で安全・安心・公平な社会、効率的で確実な行政が実現される社会、そして、企業活動や個人生活の場面でのICTの徹底的な利活用を求めるために解決すべき課題と対応策を討論します。





プログラム


＜開会挨拶＞14:30-14:35


 日本生産性本部理事/情報化推進国民会議委員長 児玉　幸治      


＜特別講演＞14:35-15:00　


 「マイナンバー制定の経緯と今後の取り組み」　　　　　　　　


　                      政府・与党社会保障改革検討本部事務局長/内閣官房参与 峰崎　直樹 氏　　


＜基調講演Ⅰ＞15:00-15:25


「生活者の視点からのマイナンバー」


　　             わたしたち生活者のための「共通番号」推進協議会幹事/評論家  大宅　映子 氏


＜基調講演Ⅱ＞15:25-15:50　


「企業活動の視点からのマイナンバー」


　    経済同友会 国家情報基盤改革委員会副委員長/SGシステム(株)代表取締役社長  安延　申 氏　 　　　　　　　　　　　　　　　　　





＜ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｽｶｯｼｮﾝ＞16:00-17:00


「マイナンバーで変わる行政、企業と私たちの暮らし」
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公益財団法人 日本生産性本部　組織広報センター


〒150-8307東京都渋谷区渋谷３－１－１　TEL 03-3409-1116  FAX 03-3797-1156


Webページアドレス　 � HYPERLINK "http://www.jpc-" ��http://www.jpc-�net.jp
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お問合せ
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パネリスト：    峰崎　直樹 氏          大宅　映子 氏           安延　申 氏





進行 ：情報化推進国民会議専門委員会主査/サイバー大学 教授　前川　徹





ＪＳＨＲＭ会員様 ご招待
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